
第８回中小企業景況調査概要 

 

 

１． 鳥取県商工会議所連合会（鳥取、米子、倉吉、境港）は平成 12 年６月、第

８回県内景況調査を実施、このほどその結果をまとめました。 

 

 

２．調査時点  平成 12 年５～６月期 

 

 

３．調査対象  県内中小企業 200 事業所 

        製造業 60 事業所、非製造業 140 事業所 

        鳥取･米子＝各 65 事業所、倉吉･境港＝各 35 事業所 

 

 

４．回 収 率      １６０件（８０．０％） 

        製造業４９事業所・81.7％、非製造業 111 事業所・79.3％ 

 

 

５．集 計      ＢＩＳ表示 

        Ｘ＝上昇･増加、Ｙ＝不変・横ばい、Ｚ＝減少・下降、 

        ＢＩＳ＝１／２（Ｘ－Ｚ）但し（Ｘ+Ｙ+Ｚ）＝１００％ 

 

 

注）前年同期＝11 年 5‐6 月  前回＝12 年 3‐4 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[前年同期比](昨年５～６月比) 

 まだ厳しい状況が続いているものの、全県レベルでは調査８項目のすべての

項目で昨年のレベルより大幅に改善しており、特に製造業では収益状況、業況

ともに前年のマイナスからプラスに大きく浮上したのが目立つ。 

 項目別に見ると、売上高は－4.4(前年同期、以下同、－16.7)、仕入単価－3.6(－

7.4)、資金繰り－6.5(－10.6)、収益状況－10.7(－18.9)、業況判断－9.2(－19.1)

となり、依然マイナスながらほぼ１桁台に改善している。しかし、売上単価は

3.7 ポイント改善したものの－17.3 にとどまっており、他の項目に比べて回復の

遅れが目立つ。 

 地域別には、項目により若干のバラツキが見られる中で鳥取、米子、倉吉の 3

市はマイナス幅が縮小している半面、漁獲不振が続く境港では｢借入難度｣を除

いて後退しており、対照的な結果となった。 

 製造業・非製造業別を比べると、ともに改善傾向を辿っているが、製造業は

売上高が 2.1(－22.2)、収益状況も 6.2(－16.3)とプラスに転じるなど、｢自社の

業況判断｣も 3.2(－20.0)まで浮上した。地域別には米子が｢売上高｣｢売上単価｣

｢在庫｣の項目で前年より後退、業況判断も唯一マイナスとなっている。 

 しかし、非製造業では、売上単価－18.8(－20.7)、在庫－14.8(－15.1)、収益

状況－18.0(－20.0)、業況判断－14.4(－18.7)など、依然マイナス幅が大きく製

造業に比べて回復の遅れが目立っている。ここでも、境港は前年より後退して

いる。 

 

[前 期 比] 

 今年３－４月期に比べた５－６月期は地域別にはバラツキガ見られるものの、

調査 8 項目いずれも改善となった。特に、他の 7 項目が小幅改善のなかで、｢売

上単価｣は 5.5 ポイントの改善となった。製造業のマイナス幅は縮小したが、非

製造業はやや後退。 

 地域別には、｢業況判断｣で境港の製造業が非製造業を下回る結果となった。 

 

[来期見とおし] 

 ７－８月期の見通しは｢在庫｣がわずかに後退したものの、他の 7 項目はすべ

て改善してマイナスながら１桁台となった。中でも｢売上単価｣は 4.1 ポイント改

善して－8.6(－12.7)に｢収益状況｣も 6.6 ポイント改善の－8.8(－15.4)となり、こ

の結果、｢業況判断｣は－6.0(－9.4)にまで浮上。地区別にも、｢売上高｣｢業況判

断｣はマイナスながらすべて１桁台に改善しているが、｢売上単価｣で米子と倉吉

が、｢収益状況｣で鳥取と倉吉が依然２桁台にとどまっている。 

 また、製造業では｢売上高｣｢仕入単価｣がそれぞれ 5.3(－3.9)、2.1(－2.8)のプ



ラスに転じるなど着実に改善傾向を辿り、｢収益状況｣｢業況判断｣も各－1.0(－

9.8)、－1.1(－10.8)に改善した。この中で鳥取だけが｢収益｣｢業況｣とも厳しい見

方をしているのが目立っている。 

 一方、非製造業では｢仕入単価｣を除く他の７項目がマイナスのまま推移して

おり、｢売上高｣｢業況判断｣ともにわずかの改善にとどまっており、製造業に比

べて回復の足取りが重い。 

 

[経営上の問題点] 

 調査が２ヶ月ごとのため、大きな変化は見られない。今回は１位に「同業者

間による競争の激化」と「消費・需要の停滞」の回答（複数回答）がそれぞれ

90 件（構成比各 19.8％）が並んだ。ただ、鳥取と境港では「消費・需要の停滞」

が、米子と倉吉では「同業者間による競争激化」がそれぞれ１位となり、地域

の事情が現れた形。２位は「販売単価、受注単価の低下・上昇難」が 66 件（同

14.5％、続いて「人件費等経費の増加」34 件（同 7.5％）。 

 この他、製造業と非製造業、地域別で大きな違いは見られなかったものの、

業種別に建設業で鳥取、米子、境港が「同業者間による競争激化」が１位だっ

たのに対して、倉吉では「請負単価の低下・上昇難」が１位を占めた。 

 また、繊維関連業者からコスト等の点から「海外生産」を検討している旨の

回答が寄せられた。 



前年同期比（昨年５－６月比）

※各項目の（　）内は前年同期の数字＝７月集計

     （　　）内　回収数

 全県（１６０） -4.4 (-16.7) -17.3 (-21.0) -3.6 ( -7.4) -12.1 (-12.8) -6.5 (-10.6) 1.3 (  0.9) -10.7 (-18.9) -9.2 (-19.1)

 鳥取（　４６） -2.2 (-18.6) -10.5 (-22.9) -5.8 ( -6.2) -3.7 (-11.6) -5.8 ( -6.8) 0.0 (  4.0) -7.8 (-19.0) -3.3 (-16.0)

 米子（　６１） -4.2 (-17.2) -28.0 (-26.7) -6.2 (-11.7) -15.3 (-14.8) -8.5 (-11.4) 1.8 ( -0.9) -17.2 (-27.9) -15.0 (-25.5)

 倉吉（　２８） -3.9 (-276) -19.3 (-29.4) 2.0 (-10.7) -13.5 (-14.8) -9.6 (-12.5) 1.9 (  1.8) -11.1 (-26.7) -3.7 (-26.7)

 境港（　２６） -11.6 (  0.0) -2.0 ( -1.5) 0.0 (  1.5) -17.4 (-10.0) -2.0 (-11.7) 2.0 (  1.5) -7.7 (  0.0) -11.6 ( -5.7)

 全県（　４９） 2.1 (-22.2) -13.8 (-21.7) -2.1 (-10.9) -6.6 ( -8.4) -2.1 (-13.5) 1.0 ( -0.9) 6.2 (-16.3) 3.2 (-20.0)

 鳥取（　１６） 13.3 (-35.3) -10.0 (-34.3) -13.3 (-14.7) 0.0 (-13.3) -3.3 ( -8.8) -6.6 (  2.9) 10.0 (-20.5) 16.7 (-20.5)

 米子（　１９） -10.6 (-10.5) -25.0 (-22.2) -3.0 (-15.8) -14.7 (-10.5) -7.9 (-13.2) 3.0 ( -2.8) -7.9 (-23.7) -8.3 (-26.3)

 倉吉（　　８） 7.2 (-35.0) -14.3 (-25.0) 0.0 (-15.0) 7.2 ( -5.0) 0.0 ( -5.0) 7.2 (  5.0) 7.2 (-15.0) 7.2 (-25.0)

 境港（　　７） 7.2 ( -5.0) 7.2 (  5.0) 7.2 ( 10.0) -14.3 (  0.0) 14.3 (-20.0) 7.2 (  0.0) 7.2 (  5.0) 0.0 (  0.0)

 全県（１１１） -7.3 (-14.2) -18.8 (-20.7) -4.3 ( -5.6) -14.8 (-15.1) -8.4 ( -9.1) 1.4 (  1.7) -18.0 (-20.0) -14.4 (-18.7)

 鳥取（　３０） -10.0 (-10.3) -10.7 (-17.1) -5.3 ( -1.6) -5.7 (-10.7) -7.1 ( -5.8) 3.4 (  4.6) -16.7 (-18.1) -13.3 (-13.6)

 米子（　４０） -1.2 (-20.3) -29.3 (-28.6) -7.5 ( -9.8) -15.6 (-17.2) -8.8 (-10.5) 1.3 (  0.0) -21.4 (-29.8) -17.9 (-25.0)

 倉吉（　２０） -7.9 (-23.7) -21.1 (-31.6) 2.7 ( -8.3) -21.1 (-20.6) -13.2 (-16.7) 0.0 (  0.0) -17.5 (-32.5) -7.5 (-27.5)

 境港（　１９） -18.5 (  2.0) -5.6 ( -4.2) -2.8 ( -2.1) -18.8 (-15.0) -8.4 ( -7.5) 0.0 (  2.1) -13.2 ( -2.0) -15.8 ( -8.0)
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売 上 高 売上単価 業況判断在     庫 資金繰り 借入難度 収益状況仕入単価



前期比（平成12年3月－4月比）

※各項目の（　）内は前年同期の数字＝７月集計

     （　　）内　回収数

 全県（１６０） -12.8 (-14.8) -13.6 (-19.1) -2.3 ( -4.2) -11.5 (-12.7) -8.0 ( -9.9) 2.0 (  0.0) -17.0 (-19.6) -15.2 (-15.3)

 鳥取（　４６） -15.5 (-14.7) -9.3 (-17.7) -3.5 ( -1.0) -7.5 (-11.9) -7.9 ( -7.0) 5.6 (  2.0) -18.9 (-19.0) -14.4 (-15.0)

 米子（　６１） -13.4 (-25.0) -28.0 (-19.2) -6.2 ( -6.7) -15.3 (-13.8) -11.0 (-10.7) 1.8 ( -3.5) -17.2 (-26.7) -20.0 (-20.5)

 倉吉（　２８） -13.5 (-28.4) -11.6 (-22.5) 5.8 ( -5.4) -13.5 (-11.1) -11.6 (-16.1) 0.0 (  1.8) -16.7 (-22.6) -9.3 (-22.6)

 境港（　２６） -11.6 ( -1.4) -2.0 ( -5.9) 0.0 ( -1.5) -10.9 (-15.0) -2.0 ( -8.3) 2.0 (  1.5) -13.5 ( -4.4) -13.5 ( -4.3)

 全県（　４９） -8.5 (-12.5) -9.2 (-20.8) -4.3 ( -4.7) -11.3 ( -6.6) -3.1 ( -9.1) 3.2 (  0.9) -7.2 (-14.5) -6.3 ( -9.5)

 鳥取（　１６） -9.9 (-20.5) -3.3 (-28.1) -10.0 ( -8.8) -10.7 (-10.0) -6.6 (-11.7) 3.3 (  2.9) -6.6 (-23.5) -3.3 (-20.5)

 米子（　１９） -10.5 (-13.9) -25.0 (-11.1) -3.0 ( -7.9) -14.7 (-10.5) -5.3 ( -5.3) 3.0 ( -2.8) -5.3 (-21.1) -5.6 (-15.8)

 倉吉（　　８） -7.2 (-20.0) -7.2 (-10.0) 7.2 (  0.0) 0.0 (  0.0) 0.0 (-10.0) 7.2 (  5.0) -14.3 ( -5.0) 0.0 (-15.0)

 境港（　　７） -7.2 (  0.0) 0.0 ( -5.0) -7.2 ( 10.0) -7.2 ( -5.0) 7.2 (-10.0) 0.0 (  0.0) -7.2 (  5.0) -14.3 ( 10.0)

 全県（１１１） -14.6 (-15.9) -15.7 (-18.4) -1.4 ( -4.1) -11.6 (-16.1) -10.2 (-10.3) 1.4 ( -0.4) -21.1 (-22.0) -18.9 (-17.7)

 鳥取（　３０） -18.3 (-11.8) -12.5 (-12.5) 0.0 (  3.3) -5.7 (-12.9) -8.6 ( -4.5) 6.9 (  1.6) -25.0 (-16.7) -19.9 (-12.1)

 米子（　４０） -14.6 (-29.8) -29.3 (-22.6) -7.5 ( -6.1) -15.6 (-15.7) -13.8 (-13.5) 1.3 ( -3.8) -22.6 (-29.3) -26.2 (-22.6)

 倉吉（　２０） -15.8 (-32.5) -13.2 (-29.0) 5.3 ( -8.4) -18.4 (-17.7) -15.8 (-19.5) -2.5 (  0.0) -17.5 (-31.0) -12.5 (-26.2)

 境港（　１９） -13.2 ( -2.0) -2.8 (-10.5) 2.8 ( -6.6) -12.5 (-20.0) -5.6 ( -7.5) 2.8 (  2.1) -15.8 ( -8.4) -13.2 (-10.0)
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来期（平成12年7月－8月）見通し

※各項目の（　）内は前年同期の数字＝７月集計

     （　　）内　回収数

 全県（１６０） -3.6 ( -5.9) -8.6 (-12.7) 1.6 ( -1.8) -9.7 ( -9.3) -10.4 (-12.2) -0.3 ( -2.7) -8.8 (-15.4) -6.0 ( -9.4)

 鳥取（　４６） -3.3 (-10.5) -5.8 (-15.3) 2.3 ( -4.1) -5.0 ( -7.9) -11.3 (-12.7) 1.1 ( -7.2) -13.3 (-20.6) -8.8 (-16.7)

 米子（　６１） -1.7 (  1.7) -11.9 (-12.7) -3.5 ( -5.9) -8.7 ( -6.9) -10.0 ( -7.4) -0.9 (  0.0) -6.6 (-11.2) -5.0 ( -2.6)

 倉吉（　２８） -7.7 (-20.7) -12.0 (-17.9) 10.0 (  0.0) -14.0 (-15.4) -11.6 (-14.3) 0.0 (  1.8) -13.0 (-26.7) -9.3 (-16.7)

 境港（　２６） -5.8 (  2.9) -2.0 ( -7.4) 6.0 (  7.4) -13.1 (-10.0) -6.0 ( -6.7) -2.0 ( -1.5) -3.9 ( -4.3) -1.9 ( -4.3)

 全県（　４９） 5.3 ( -3.9) -1.1 ( -8.4) 2.1 ( -2.8) -1.1 ( -0.9) -5.2 ( -5.7) 2.2 ( -2.8) -1.0 ( -9.8) -1.1 ( -10.8)

 鳥取（　１６） 10.0 (-17.7) -3.3 (-17.6) 0.0 ( -5.5) 7.1 (  0.0) -16.6 (-19.4) -3.3 ( -8.3) -6.6 (-19.4) -6.6 (-16.7)

 米子（　１９） 8.4 (  8.9) -2.8 ( -2.9) -5.9 ( -5.6) -8.8 (  2.8) -2.6 (  0.0) 5.9 (  0.0) 2.7 ( -5.6) 2.8 ( -5.9)

 倉吉（　　８） -7.2 (-25.0) 0.0 (-20.0) 14.3 (  0.0) 0.0 ( -5.0) 0.0 (-10.0) 7.2 (  0.0) 0.0 (-25.0) 0.0 (-25.0)

 境港（　　７） 0.0 (-15.0) 14.3 (  0.0) 14.3 (  5.0) 0.0 ( -5.0) 7.2 ( 10.0) 0.0 ( 10.0) 0.0 ( 15.0) 0.0 (  5.0)

 全県（１１１） -7.4 ( -7.1) -12.0 (-14.6) 1.4 ( -1.4) -14.0 (-13.9) -12.7 (-11.8) -1.4 ( -2.6) -12.2 (-17.7) -8.1 ( -8.8)

 鳥取（　３０） -10.0 ( -7.1) -7.1 (-14.0) 3.5 ( -3.2) -11.5 (-12.4) -8.6 ( -9.0) 3.4 ( -6.3) -16.6 (-21.1) -10.0 (-16.6)

 米子（　４０） -6.1 ( -1.2) -15.9 (-16.7) -2.5 ( -6.1) -8.6 (-12.1) -13.4 (-11.1) -3.9 (  0.0) -10.7 (-13.8) -8.4 ( -1.2)

 倉吉（　２０） -7.9 (-18.4) -16.7 (-16.7) 8.4 (  0.0) -19.5 (-21.9) -15.8 (-16.7) -2.7 (  2.8) -17.5 (-27.5) -12.5 (-12.5)

 境港（　１９） -7.9 ( -2.0) -8.3 (-10.4) 2.8 (  8.4) -18.8 (-12.5) -11.1 (-15.0) -2.8 ( -6.3) -5.3 (-12.0) -2.7 ( -8.0)
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